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栗山天満宮例大祭
今年も 300 を超える露店がならび、多くの人で賑わいました。



■
避
難
所
の
場
所
は
？

栗
山
町
が
避
難
勧
告
を
発
令
し

た
場
合
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
E
k
i
」、
栗
山
中
学
校
、
北
海

道
介
護
福
祉
学
校
、南
部
公
民
館
、

継
立
小
学
校
、
円
山
地
域
文
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
避
難
所
を
開
設
し

ま
す
。
土
砂
災
害
危
険
箇
所
内
の

通
過
を
避
け
て
早
め
に
避
難
を
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

災
害
時
の
情
報
収
集
に
は
、
関

係
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

す
る
と
便
利
で
す
。
携
帯
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
か
ら
も
検
索
で
き

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
総
務
課

広
報
・
防
災
・
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
１

土
砂
災
害
危
険
箇
所
図
は
、
空

知
総
合
振
興
局
札
幌
建
設
管
理
部

が
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
の
土
砂

災
害
（
土
石
流
・
崖
崩
れ
な
ど
）

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
目
的
に

「
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
の
お
そ

れ
が
あ
る
箇
所
」
を
示
し
た
図
面

で
す
。

日
ご
ろ
よ
り
土
砂
災
害
へ
の
備

え
と
し
て
、
お
近
く
の
土
砂
災
害

危
険
箇
所
や
避
難
場
所
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に

は
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

※
「
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
箇

所
」
は
法
に
基
づ
く
も
の
で
は

な
く
、
詳
細
な
現
地
調
査
や
分

析
を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
図

面
に
示
さ
れ
て
い
る
危
険
区
域

は
あ
く
ま
で
災
害
に
備
え
る
う

え
で
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

土
砂
災
害
危
険
箇
所
図

栗
山
町
内
に
は
、
平
成
26
年
９

月
現
在
で
、
40
箇
所
の
危
険
な
場

所
が
あ
り
ま
す
。

町
内
の
土
砂
災
害
危
険
箇
所
数

行政区 崖崩れ 土石流 地滑り 合　計
桜丘 1 丁目 3 1 0 4
桜丘 2 丁目 2 0 0 2
桜丘 3 丁目 1 6 0 7

湯　地 0 4 0 4
雨煙別 0 2 0 2
桜　山 0 3 0 3
継　立 0 4 0 4
日　出 0 10 0 10 
滝　下 0 4 0 4
合　計 6 34 0 40

■
雨
の
降
り
方
や
強
さ
に
注
意

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
か
ら
起

こ
り
ま
す
。
大
雨
警
報
（
土
砂
災

害
）
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
ら
十
分

な
注
意
が
必
要
で
す
。

■
逃
げ
方
を
覚
え
る

①
避
難
す
る
際
は
、
土
石
流
危
険
区

域
内
の
通
過
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

②
土
石
流
に
関
し
て
は
、
渓
流
に

対
し
で
き
る
だ
け
直
角
方
向
に

逃
げ
ま
し
ょ
う
。

③
渓
流
を
渡
っ
て
対
岸
に
避
難
す

る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

■
町
は
避
難
勧
告
を
発
令

栗
山
町
で
は
、
大
雨
な
ど
に
よ

る
土
砂
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
速
や
か
に
避
難
勧
告
な
ど
を
発

表
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ

ニ
ュ
ア
ル
」（
土
砂
災
害
編
）
を

避
難
の
と
き
に
は
？

策
定
し
て
い
ま
す
。

避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
判
断

は
、
北
海
道
な
ど
が
発
表
す
る
情

報
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

■
情
報
は
ど
こ
か
ら
？

避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
伝
達
方

法
は
複
数
の
方
法
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

情報伝達手段 伝達先
北海道防災情報
システムへの入
力（情報提供）

TV 放送 視聴者
ラジオ放送 聴取者
緊急速報メール 町内に滞在する対応携帯電話保持者

ホームページ インターネット利用者
ツイッター インターネット利用者
広報車 住民など
電話や電子メール 消防団
電話や FAX 要配慮施設、町内会、自主防災組織、避難支援関係者
電話 空知総合振興局、札幌地方管区気象台、栗山警察署

栗山町
ホームページ

http://www.town.kuriyama.
hokkaido.jp/

空知総合振興局
建設管理部

http://www.sorachi.pref.hokkaido.
lg.jp/kk/skk/prevent/22_map.htm

北 海 道 防 災 情
報システム http://www.bousai-hokkaido.jp/

北海道土砂災害
警戒システム

http://www.njwa.jp/hokkaido-
sabou/

気象庁
ホームページ http://www.jma.go.jp/jma/

栗 山 町 の 避 難
所

http://crisis.yahoo.co.jp/shelter/
list/01/01429/

雨煙別地区

滝下地区

桜山・継立・日出地区

栗山町の

土砂災害危険箇所図
土石流危険渓流 急傾斜地崩壊危険箇所 市町村界

凡
　
例

桜丘・湯地地区

流 域

氾濫区域
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突
然
襲
う
土
砂
災
害

～
命
を
守
る
の
は
「
日
ご
ろ
の
準
備
」
と
早
め
の
避
難
～

土
砂
災
害
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！



平
成
25
年
度
の
各
会
計
決
算

が
、
９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
あ
ら
ま

し
を
今
月
号
か
ら
３
回
に
分
け
て

掲
載
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

87
億
５
７
２
０
万
円
、
歳
出
総
額

は
86
億
５
３
４
６
万
円
と
な
り
、

差
額
１
億
３
７
４
万
円
を
次
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
繰
越
額
１
億

３
７
４
万
円
の
中
に
は
、
次
年
度

に
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
事
業
の

財
源
１
６
０
８
万
円
を
含
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
財
源
を
除
い

た
８
７
６
６
万
円
が
実
質
的
な
繰

【
一
般
会
計
と
は
？
】

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
健
康
づ
く

り
、
子
育
て
支
援
、
教
育
の
充

実
、
ご
み
の
処
理
、
道
路
整
備

な
ど
町
民
生
活
全
般
に
関
わ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の

予
算
で
す
。

【
特
別
会
計
と
は
？
】

保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特

定
の
収
入
を
も
と
に
事
業
を
運

営
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険

も
、
こ
の
予
算
を
も
と
に
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

越
額
に
な
り
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
は

９
億
８
５
８
５
万
円
（
12
・
７
％
）

の
増
、
歳
出
は
10
億
３
８
１
９
万

円
（
13
・
６
％
）
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

◆
特
別
会
計
決
算

４
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
総
額

は
35
億
３
２
６
９
万
円
、
歳
出
総

額
は
33
億
９
２
０
３
万
円
と
な

り
、
差
額
１
億
４
０
６
６
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
次
年
度
の
各
特
別
会
計

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
は

４
０
３
３
万
円（
1
・
2
％
）の
増
、

歳
出
は
１
９
０
万
円
（
0
・
1
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎� 7503

平
成
25
年
度

ま
ち
の
お
金
の
使
い
方

平成 25 年度　一般会計・特別会計歳入・歳出決算額
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会計区分 歳　入 歳　出 差　引
増減率

歳　入 歳　出

一 般 会 計
87 億 5,720 万円
（77 億 7,135 万円）

86 億 5,346 万円
（76 億 1,527 万円）

1 億 　374 万円
（1 億 5,608 万円）

12.7％ 13.6％

特 別 会 計
35 億 3,269 万円
（34 億 9,236 万円）

33 億 9,203 万円
（33 億 9,393 万円）

1 億 4,066 万円
（ 9,843 万円）

1.2％ ▲ 0.1％

国 民 健 康 保 険
北海道介護福祉学校
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

19 億 8,754 万円
1 億 4,039 万円

12 億 2,415 万円
1 億 8,061 万円

18 億 6,914 万円
1 億 3,825 万円

12 億 　417 万円
1 億 8,047 万円

1 億 1,840 万円
214 万円

1,998 万円
14 万円

2.8％
2.0％

▲ 1.3％
▲ 0.4％

1.1％
2.7％

▲ 2.1％
▲ 0.4％

合 　 計
122 億 8,989 万円

（112 億　6,371 万円）

120 億 4,549 万円
（110 億　920 万円）

2 億 4,440 万円
（2 億 5,451 万円）

9.1％ 9.4％

（　）内は平成 24 年度の決算額

歳
入
全
体
の
構
成
は
、
町
税
や

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
、
町
が
独

自
に
確
保
し
て
い
る
自
主
財
源
の

割
合
が
25
・
０
％
、
国
や
道
か
ら

配
分
、
交
付
さ
れ
る
依
存
財
源
の

割
合
が
75
・
０
％
と
、
歳
入
の
７

割
以
上
を
国
や
道
に
依
存
し
て
い

る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
決
算

前
年
度
と
比
較
し
、
増
加
し
た

主
な
理
由
は
、
米
乾
燥
調
製
貯
蔵

施
設
増
設
事
業
な
ど
に
伴
う
町
債

や
道
支
出
金
の
増
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。自

主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税

は
12
億
９
６
７
５
万
円
で
、
町

民
税
や
固
定
資
産
税
の
増
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て

３
１
３
７
万
円
（
2
・
5
％
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
１
人
当

た
り
で
は
、
10
万
１
千
円
（
前
年

度
９
万
７
千
円
）
の
町
税
を
負
担

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自

主

財

源

項　目 金　額 構成比

町 税
使用料・手数料
分担金・負担金
繰 越 金
繰 入 金
諸 収 入 な ど

12 億 9,675 万円
1 億 8,802 万円
1 億 6,750 万円
1 億 5,608 万円
1 億 3,813 万円
2 億 3,853 万円

14.8％
2.2％
1.9％
1.8％
1.6％
2.7％

合　計 21 億 8,501 万円 25.0％

依

存

財

源

項　目 金　額 構成比

地 方 交 付 税

町 　 　 債

国 庫 支 出 金

道 支 出 金

地方譲与税など

33 億 1,302 万円

11 億 2,400 万円

　9 億 5,327 万円

　8 億 9,904 万円

2 億 8,286 万円

37.8％

12.8％

10.9％

10.3％

3.2％

合　計 65 億 7,219 万円 75.0％

項　　目 内　　容 金　　額 構成比

総 務 費 公 共 施 設 の 管 理 や 職 員 給 与 な ど に 19 億 　424 万円 22.0％

民 生 費 児 童 、 高 齢 者 、 障 が い 者 福 祉 な ど に 14 億 7,893 万円 17.1％

公 債 費 町 債 （ 借 入 金 ） の 返 済 な ど に 13 億 7,314 万円 15.9％

農 林 水 産 業 費 農 林 業 の 振 興 、 生 産 基 盤 の 整 備 な ど に 12 億 2,643 万円 14.2％

土 木 費 道 路 や 河 川 、 公 営 住 宅 の 整 備 な ど に 10 億 1,525 万円 11.7％

教 育 費 学 校 教 育 、 文 化 ・ ス ポ ー ツ 振 興 な ど に 5 億 7,241 万円 6.6％

衛 生 費 地 域 医 療 の 確 保 や ご み 処 理 対 策 な ど に 4 億 7,074 万円 5.4％

消 防 費 消 防 、 救 急 活 動 な ど に 3 億 4,856 万円 4.0％

商 工 費 商 工 業 、 観 光 の 振 興 な ど に 1 億 7,256 万円 2.0％

議 会 費 議 員 報 酬 ・ 手 当 、 議 会 活 動 な ど に 6,513 万円 0.8％

そ の 他 労 働 費 （ 労 働 者 支 援 の た め の 経 費 ）
諸 支 出 金 、 災 害 復 旧 費 2,607 万円 0.3％

合 計 86 億 5,346 万円 100.0％

歳
出
全
体
の
構
成
で
は
、
総
務

費
が
22
・
０
％
と
最
も
多
く
、
次

に
民
生
費
が
17
・
１
％
、
公
債
費

が
15
・
９
％
の
順
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
し
、
大
き
く

増
加
し
た
の
は
農
林
水
産
業
費

で
、
米
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設

増
設
事
業
費
な
ど
の
増
に
よ
り

５
億
２
２
２
７
万
円
（
74
・
２
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
の
借
入
金
の
償

し
ょ
う
か
ん還

と

な
る
公
債
費
は
、
償
還
の
終
了
な

ど
に
伴
い
、７
３
８
３
万
円
（
５
・

１
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
１
人
当
た
り
で
は
、
67
万

７
千
円
（
前
年
度
58
万
５
千
円
）

の
経
費
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

歳
入
の
７
割
以
上
が

国
や
道
へ
の
依
存

知っておきたいまちの予算

決 
算

歳　

入　
　
　
8 7
億
５
７
２
０
万
円

歳　

出
（
目
的
別
）　
　
　

 　
8 6
億
5
3
4
6
万
円

農
林
水
産
業
費

が
大
幅
に
増
加



主
な
歳
出
と
な
る
保
険
給
付
費
は
、

13
億
４
１
３
万
円（
構
成
比
69
・
８
％
）で
、

前
年
度
と
比
較
し
、
３
８
１
０
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
の
保
険
加
入
状
況
は
、
年

間
平
均
で
一
般
被
保
険
者
３
７
６
０
人
、

退
職
被
保
険
者
２
４
７
人
と
な
り
ま
し

た
。
被
保
険
者
１
人
当
た
り
で
は
、
一
般

分
で
約
32
万
円
、
退
職
分
で
約
40
万
円
の

医
療
費
を
給
付
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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平
成
25
年
４
月
の
学
生
総
数
は
１
３
３

名
（
定
員
１
６
０
名
）
で
、
前
年
度
と
同

じ
生
徒
数
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
歳
出
で
は
、
教
員
の
給
与
や
校
舎

管
理
な
ど
の
学
校
管
理
・
運
営
費
と
し
て

１
億
２
５
３
９
万
円
、
学
校
周
辺
整
備
費

と
し
て
駐
車
場
整
備
工
事
費
用
４
８
０
万

円
の
支
出
を
学

生
か
ら
の
納
付

金
の
ほ
か
、
一

般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
な
ど
に

よ
り
補
て
ん
し

ま
し
た
。

主
な
歳
出
と
な
る
保
険
給
付
費
は
、

11
億
３
６
３
４
万
円
（
構
成
比
94
・
４
％
）

で
、
前
年
度
と
比
較
し
、
２
９
１
３
万
円

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
末
の
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
）
は
、
４
４
６
２
人
で
、
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
７
２
７
人
の
う
ち
、
６
０
９

人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
１
人
当
た
り
で
は
、
約

１
８
７
万
円
を
給
付
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

主
な
歳
出
と
な
る
北
海
道
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
は
、

１
億
７
８
８
９
万
円
（
構
成
比
99
・
１
％
）

で
、
前
年
度
と
比
較
し
、
１
５
６
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
被
保
険
者
か
ら
の
保

険
料
の
ほ
か
、
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険

料
軽
減
分
、
広
域
連
合
運
営
費
分
と
し
て

納
付
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
末
の
被
保
険
者
（
75
歳
以

上
お
よ
び
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
を

有
す
る
方
）
は
、
年
間
平
均
で
２
４
２
７

人
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
16
人
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

国民健康保険特別会計

歳入

国民健康保険税
国庫・道支出金など
繰越金など
一般会計からの繰入金

（合　計）

4 億 2,892 万円
13 億 　968 万円

 8,832 万円
1 億 6,062 万円

19 億 8,754 万円

歳出

保険給付費
後期高齢者支援金など
総務費など

（合　計）

13 億 　413 万円
4 億 9,752 万円

6,749 万円
18 億 6,914 万円

北海道介護福祉学校特別会計

歳入

入学料・授業料など
道支出金
繰越金など
町債
一般会計からの繰入金

（合　計）

8,079 万円
1,360 万円

304 万円
100 万円

4,196 万円
1 億 4,039 万円

歳出

学校管理・運営費
学生寮管理費
学校周辺整備費
公債費

（合　計）

1 億 2,539 万円
802 万円
480 万円

4 万円
1 億 3,825 万円

介護保険特別会計

歳入

介護保険料
国庫・道支出金など
繰越金など
一般会計からの繰入金

（合　計）

2 億 3,597 万円
8 億 1,293 万円

1,834 万円
1 億 5,691 万円

12 億 2,415 万円

歳出
保険給付費
総務費など

（合　計）

11 億 3,634 万円
6,783 万円

12 億 　417 万円

後期高齢者医療特別会計

歳入

後期高齢者医療保険料
繰越金など
一般会計からの繰入金

（合　計）

1 億 3,057 万円
26 万円

4,978 万円
1 億 8,061 万円

歳出

広域連合納付金（保険料）
広域連合納付金（その他）
総務費など

（合　計）

1 億 3,045 万円
4,844 万円

158 万円
1 億 8,047 万円

知っておきたいまちの予算

町
は
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
中
心
に
予
算
や
決

算
な
ど
、
町
の
財
政
に
関
わ
る
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
よ
り

「
財
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
、
一
般
公
募
に
よ
る
４
人
の
方
と
、
中
学
校
・
高

校
か
ら
の
学
校
推
薦
に
よ
る
５
人
の
学
生
の
方
を
モ
ニ

タ
ー
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
も
と

に
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

区分 内容 金額

収入
下水道料金など
一般会計からの負担金など

（合　計）

2 億 1,724 万円
3 億 2,658 万円
5 億 4,382 万円

支出
処理場維持管理費など
企業債利息返済など

（合　計）

5 億  6,427 万円
1 億 　577 万円
6 億 7,004 万円

収入支出差引額 ▲１億 2,622 万円

区分 内容 金額

収入
水道料金など
一般会計からの補助金など

（合　計）

3 億 8,601 万円
385 万円

3 億 8,986 万円

支出
原水・配水処理費用など
企業債利息返済など

（合　計）

2 億  7,924 万円
8,619 万円

3 億 6,543 万円

収入支出差引額 2,443 万円

区分 内容 金額

収入
金融機関からの借入
国からの補助金など

（合　計）

1 億  9,370 万円
294 万円

1 億 9,664 万円

支出
施設の整備など
企業債元金返済など

（合　計）

974 万円
4 億  8,573 万円
4 億 9,547 万円

収入支出差引額 ▲ 2 億 9,883 万円

区分 内容 金額

収入
工事に伴う負担金
一般会計からの出資金

（合　計）

446 万円
733 万円

1,179 万円

支出
浄水場の整備など
企業債元金返済など

（合　計）

2 億　　23 万円
2 億 　534 万円
4 億 　557 万円

収入支出差引額 ▲ 3 億 9,378 万円

①収益的収支（川の水を浄化・供給するための会計） ①収益的収支（汚水を処理するための会計）

②資本的収支（下水道施設を整備するための会計）②資本的収支（水道施設を整備するための会計）

◆ 水 道 事 業 会 計 ◆ 下 水 道 事 業 会 計
高
齢
化
率
の
上
昇
に
伴
う
医

療
費
の
増
加
な
ど
で
、
決
算

額
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

運
動
教
室
の
開
催
や
生
き
が

い
づ
く
り
事
業
な
ど
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
・
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

被
保
険
者
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
広
域

連
合
が
主
体
と
な
っ
て
制
度

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

平
成
２６
年
度　

財
政
モ
ニ
タ
ー

一般公募 中学校・高校推薦

清水　滋子さん　（桜丘１）

串下　亮介さん　（中央４）

角田　伸慶さん　（桜丘２）

前田　真里さん　（中央３）

濱谷　瑞希さん　（栗山中）
仁木　萌愛さん　（栗山中）
折口　琴音さん　（栗山中）
井上　大輔さん　（栗山高）
川瀬　萌蘭さん　（栗山高）

【任期：平成 26 年 7 月～平成 27 年 3 月】

【損益勘定留保資金とは？】
収益的収支のうち、現金の支出が実際には行われず計数のみが帳簿上に計上される費用で、主なものとして「減

げんかしょうきゃくひ

価償却費」
があげられます。収支に不足が生じた場合の補てん財源として使用されています。

【減価償却費とは？】
固定資産の取得に要した費用を、一定期間に振り分けて費用化（支出）したものです。

※不足額については「損
そんえきかんじょうりゅうほしきん

益勘定留保資金」により補てんしています。

※民間企業と同様の経理方法により運営



し
あ
わ
せ

応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
問
い
合
わ
せ
】

栗
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

事
務
局　

町
保
健
福
祉
課

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
２
２
２
２

民
生
委
員
は

ど
う
や
っ
て
決
め
る
の
？

地
域
の
推
薦
を
受
け
て
、
栗
山

町
民
生
委
員
推
薦
会
で
候
補
者

き
め
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱

す
る
の
よ
！

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域

の
方
々
の
立
場
に
立
っ
て
、
福
祉

や
家
族
、
住
居
、
年
金
、
育
児
、

教
育
の
こ
と
な
ど
、
地
域
の
相
談

窓
口
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
・

パ
イ
プ
役
な
ど
の
援
助
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
地
域
の
誰
も
が
幸

せ
で
安
心
し
た
生
活
を
お
く
れ
る

よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

栗
山
町
で
は
38
人
の
民
生
委
員

児
童
委
員
と
２
人
の
主
任
児
童
委

員
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

何
か
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
近
く
の
民
生
委
員
児
童
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
や
、
普
段
の

生
活
で
、
何
か
お
困
り
事
が
あ
っ

た
時
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と

　
（
住
ま
い
・
生
活
な
ど
）

■
育
児
・
教
育
に
関
す
る
こ
と

　
（
育
児
・
学
校
生
活
な
ど
）

■
家
族
関
係
に
関
す
る
こ
と

　
（
扶
養
・
相
続
な
ど
）

■
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と

　
（
介
護
・
施
設
利
用
な
ど
）

民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
存
知
で
す
か
？
民
生
委
員
・
児
童
委
員

～
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

　
　
　
　
　
　

身
近
な
地
域
の
相
談
役
で
す
～

福祉資金　福祉費
種　類 貸付対象

生 業 資 金 生業を営むのに必要な経費

技能習得資金 資格・技能の習得に必要な経費

住 宅 資 金 住宅の増改築、補修。災害による住宅の修繕

福 祉 用 具
購 入 資 金 福祉機器・用具を購入するための経費

障がい者用自
動車購入資金 障がい者用自動車の購入に必要な経費

中 国 残 留 邦
人 等 国 民 年
金 追 納 資 金

中国残留邦人等にかかる国民年金保険料
の追納に必要な経費

療 養 資 金 ケガや病気の療養に必要な経費

介 護 資 金 介護サービス、障がい者サービス等を受ける
のに必要な経費

教育支援資金
種　類 貸付対象

教 育 支 援 費 高等学校、大学などに就学するのに必要な経費

就学支度資金 上記学校への入学に際し必要な経費

総合支援資金
種　類 貸付対象

生 活 支 援 費 失業や収入の減少により、生活再建までの
間に必要な費用

住 宅 入 居 費
住宅手当の支給対象者に対する敷金、礼金
など住宅の賃貸契約を締結するための必要
な経費

一 時 生 活
再 建 費

失業や収入の減少により、生活を再建する
ために一時的に必要な費用

◆
包
丁
と
ぎ
奉
仕
活
動

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
）

◆
ふ
れ
あ
い
菜
園
づ
く
り

　
（
在
宅
支
援
部
会
）

◆
児
童
公
園
な
ど
の
遊
具
点
検

　
（
児
童
部
会
）

◆
生
活
福
祉
資
金
の
活
用
啓
発

　
（
生
活
向
上
部
会
）

◆
広
報
紙
の
発
行

　
（
広
報
部
会
）

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、

銀
行
な
ど
主
な
金
融
機
関
で
の
借

入
が
で
き
な
い
低
所
得
者
世
帯
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
世
帯
の
経
済

的
な
自
立
と
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
貸
付
制
度
で

あ
り
、
様
々
な
目
的
に
応
じ
た
貸

付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
下
記
を
ご
参
照
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
栗
山
町
社
会

福
祉
協
議
会
か
、
お
近
く
の
民
生

委
員
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 私

た
ち
は
こ
ん
な
活
動

も
し
て
い
ま
す

「
生
活
福
祉
資
金
」
で
生
活

の
立
て
直
し
を
！

生活福祉資金貸付制度

町
税
は
納
期
内
に　
　

　

納
付
を
願
い
ま
す
！

町
税
の
納
付
は
、
納
期
内
の
自

主
納
付
が
原
則
で
す
。
納
期
限
を

過
ぎ
た
場
合
は
督
促
状
の
発
送
な

ど
に
多
額
の
経
費
が
掛
か
り
、
そ

の
経
費
も
町
税
で
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
口
座
振
替
の
推
進
や

24
時
間
３
６
５
日
納
付
可
能
な
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納
を
全

て
の
税
・
料
で
利
用
可
能
と
し
て

早
め
の
納
付
相
談
を
！

町
で
は
、
病
気
や
失
業
、
生
活

困
窮
な
ど
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も

納
期
内
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
に
は
、
納
付
計
画
（
分
納
計

画
）
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の

で
、早
め
に
ご
相
談
を
願
い
ま
す
。

督
促
・
催
告
後
に
お
い
て
も
相
談

は
可
能
で
す
の
で
必
ず
ご
相
談
を

願
い
ま
す
。

税
金
は
、
毎
年
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
放
置
す
れ
ば
す
る
だ
け
、

納
付
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

◇
財
産
調
査

　

税
金
を
滞
納
す
る
と
、法
律（
国

税
徴
収
法
）
に
基
づ
き
全
て
の
財

産
に
対
す
る
調
査
権
限
が
発
生
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
調
査
を
受

け
る
勤
務
先
の
事
業
所
、
金
融
機

関
は
、
調
査
に
協
力
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査
は
本
人

の
同
意
な
く
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
滞
納
処
分

　

滞
納
処
分
が
執
行
さ
れ
る
ま
で

に
は
、
必
ず
事
前
に
督
促
状
や
催

告
書
な
ど
の
通
知
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
も
納
付
（
相
談
）
が

無
い
場
合
、
滞
納
処
分
と
し
て
差

し
押
さ
え
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
本
人
の
同
意
な
く
実

施
さ
れ
ま
す
。　
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「
税
金
」
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
財
源
と
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。
滞
納

が
あ
る
と
財
政
運
営
に
大
き
く
影
響
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
も

支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
滞
納
は
納
税
し
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
欠
く
行
為

と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
多
く
の
納
税
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
納
期
内
納
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
収
納
率
も
近
年
向
上

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
催
告
な
ど
に
無
反
応
な
悪
質
滞
納

者
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
町
で
は
、
滞
納
対
策
の
強
化
を
行
っ
て

い
ま
す
。

お
り
ま
す
の
で
、
納
期
内
で
の
納

付
に
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
は
取
扱
可
能

　

期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

滞
納
処
分
を　
　
　
　

　
　
　

強
化
し
ま
す
！

町
で
は
、
納
期
内
に
納
付
さ
れ

な
い
方
に
対
し
て
督
促
状
を
送
付

し
、
そ
れ
で
も
納
付
さ
れ
な
い
方

に
は
、
催
告
書
、
訪
問
な
ど
に
よ

り
自
主
納
付
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
再
三
の
催
告
や
納
付

相
談
な
ど
に
応
じ
ず
、
納
税
に
誠

意
の
見
ら
れ
な
い
滞
納
者
に
対
し

て
は
、
納
付
さ
れ
て
い
る
方
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
滞
納
処
分

を
行
い
ま
す
。
資
産
（
土
地
な
ど

の
不
動
産
や
自
動
車
な
ど
の
動

産
）
や
収
入
な
ど
の
財
産
調
査
を

し
、
銀
行
預
貯
金
や
勤
め
先
へ
の

給
与
調
査
な
ど
を
行
い
、差
押（
預

貯
金
・
給
与
な
ど
）
を
執
行
し
て

い
ま
す
。

差
し
押
さ
え
た
財
産
は
公
売
な

ど
に
よ
り
換
価
し
滞
納
町
税
に
充

当
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

を
滞
納
す
る
と
、
保
険
証
の
短
期

者
証
交
付
や
医
療
費
の
10
割
負
担

と
な
る
資
格
者
証
へ
の
措
置
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税　種　別 収納率（％） 前年度比

 町道民税  98.86％  0.05 ▼

 固定資産税  97.72％  1.56 △

 軽自動車税  99.23％  0.15 △

 国民健康保険税  95.77％  0.59 △

滞納処分の状況
（平成 25 年度）

平成 25 年度収納率 ( 現年度 )

用語解説

『財産調査』

『滞納処分』

財産調査　269 件　
（給与、預貯金、不動産など）

滞納処分　97 件　
（預貯金など）

税で育む

笑顔の社会

      
の
納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か
？

納
税
に
関
す
る
相
談
は
…

９
番
窓
口

町
税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
６



秋
の
全
町
一
斉
清
掃

住
み
よ
い
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
秋
の
全
町
一
斉
清

掃
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
事
情
に

あ
わ
せ
て
道
路
や
公
園
、
河
川
な

ど
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
美
化
運
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
日　

時

10
月
19
日
㈰　

午
前
７
時
～

※
午
前
６
時
45
分
に
打
ち
上
げ
花

火
で
合
図
し
ま
す（
小
雨
決
行
、

雨
天
中
止
）

※
詳
し
く
は
、
各
町
内
会
・
自
治

会
経
由
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

不
法
投
棄
は
ぜ
っ
た
い
に
や
め
よ
う

北
海
道
で
は
毎
年
10
月
を
「
廃

棄
物
適
正
処
理
推
進
月
間
」
と
し

て
、
不
法
投
棄
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、
警
察

に
届
け
出
を
し
て
捜
査
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
５
年
以
下
の
懲

役
、
ま
た
は
罰
金
１
０
０
０
万
円

以
下
（
法
人
の
場
合
は
３
億
円
以

下
）
の
重
罪
で
す
。

不
法
投
棄
は
新
た
な
不
法
投
棄

を
招
き
、
ま
た
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
環
境
の
悪
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
目

で
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

三
角
コ
ー
ナ
ー
ご
み
袋
の
価
格
変
更

栗
山
町
が
推
奨
し
て
い
る
三
角

コ
ー
ナ
ー
用
ご
み
袋
に
つ
き
ま
し

て
、
町
指
定
ご
み
袋
と
同
一
規
格

と
し
て
生
産
さ
れ
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
町
指
定
袋
が
中
国

産
か
ら
国
産
に
変
更
し
た
こ
と
を

受
け
、
栗
山
町
推
奨
三
角
コ
ー

ナ
ー
用
ご
み
袋
も
国
産
に
変
更
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
販
売
元

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境

で
あ
る
栗
山
興
産
株
式
会
社
で
は

コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
購
入
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
原
料
高
騰
な
ど

の
事
情
に
よ
り
値
上
げ
を
実
施
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
ま
し

た
。価
格
は
左
記
の
通
り
と
な
り
、

値
上
げ
の
時
期
は
今
の
在
庫
が
無

く
な
り
次
第
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
現
価
格 

１
袋
あ
た
り
30
枚
入
り

　
　

３
７
０
円
（
税
別
）

●
新
価
格 

１
袋
あ
た
り
30
枚
入
り

　
　

４
０
０
円
（
税
別
）　

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
１

野
犬
掃
と
う

放
し
飼
い
の
犬
は
、
野
犬
と
み

な
し
捕
獲
処
分
し
ま
す
の
で
放
し

飼
い
は
さ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
期　

間

10
月
１
日
㈬
～

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

●
区　

域　

栗
山
町
全
域

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
生
活
課
環
境
生
活
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
０

■行政相談委員　窪　統央さん
松風 2 丁目　☎ 72-2779

■定期相談も開催しています
皆さんから年金、登記、道路、河川、窓口サービスなど役

所の業務についての要望、意見をお聞きして改善を図ります。

○第２月曜日
　時　間╱ 10：00 ～ 12：00
　場　所╱カルチャープラザ「Eki」
○偶数月第１火曜日
　時　間╱ 10：00 ～ 12：00
　場　所╱角田農村環境改善センター　①日時╱ 10 月 21 日㈫　10：00 ～ 12：00

場所╱南部公民館

　②日時╱ 10 月 24 日㈮　10：00 ～ 12：00
場所╱総合福祉センターしゃるる
※相談はいずれも無料です。

　【問い合わせ】
　町総務課広報・防災・情報グループ ☎ 73-7501 ■行政相談委員　片山　孝さん

角田 　　☎ 72-1577

10 月 20 日㈪から 26 日㈰は行政相談週間です。行政相
談については、カルチャープラザ「Eki」と角田改善センター
で定期相談所を開設していますが、行政相談週間期間に下
記の通り、普段、相談所を設置していない場所で相談をお
受けする「特設行政相談」を実施します。日ごろの悩みや
不明に思うことなど、この機会に相談を受けてみてはいか
がでしょうか。

消
防
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
】

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

☎
�
０
１
５
０

㉝

秋 の特設行政相談を開催 しますみ
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
！
栗

山
青
年
会
議
所
、
本
年
度
副
理

事
長
の
職
を
預
か
っ
て
お
り
ま

す
松
原
輝
和
と
申
し
ま
す
。

ま
ず
は
、

９
月
13
日

開
催
さ
れ

た
栗
山
青

年
会
議
所
創
立
45
周
年
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
、
ｂ
ｊ
リ
ー
グ
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
、そ
し
て
、

く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
４

に
際
し
て
は
、
町
内
外
の
皆
様

よ
り
、
多
大
な
る
ご
協
賛
、
ご

協
力
を
賜
り
、
無
事
に
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
ま
し
て
感
謝
・
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

今
回
、
北
海
道
外
か
ら
も
多

数
の
ご
参
加
を
賜
り
、
栗
山
町

の
魅
力
を
、
広
く
発
信
す
る
こ

と
が
出
来
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、未
来
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
お
こ

し
の
可
能
性
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
私
た
ち
栗
山
Ｊ
Ｃ
の
行
動
指

針
と
な
る
「
栗
山
Ｊ
Ｃ
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
人
間
で
あ
る
べ
き
か
、

自
分
達
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
な
る
部
分
を
明
確
化
し
て
発

信
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
50
周
年
に
向
け
て
、
輝
く

栗
山
町
を
創
造
す
る
べ
く
、
私

た
ち
栗
山
Ｊ
Ｃ
は
こ
れ
か
ら
も

日
々
心
新
た
に
、
行
動
す
る
青

年
と
し
て
、
邁
進
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
！　

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

栗
山
Ｊ
Ｃ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月
15

日
㈬
か
ら
31
日
㈮
ま
で
、
全
道
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
ま
す
。

ま
た
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
を

取
り
扱
う
機
会
が
増
え
る
た
め
、

１
年
を
通
じ
て
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
身
の
回
り
の
火
の
元
を
点

検
し
た
り
避
難
口
を
確
認
す
る
な

ど
し
て
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財

産
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年
６
月
よ
り
、
す
べ
て

の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
で
も
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置
す
る
お
宅
が
増
え
て
き
ま

し
た
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

適
切
に
機
能
す
る
た
め
に
は
維
持

管
理
が
重
要
で
す
。
万
が
一
の
際

に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
、
日

ご
ろ
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

お
手
入
れ
と
作
動
確
認
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
お
手
入
れ

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
本
体
に

付
い
た
ホ
コ
リ
が
溜
ま
る
と
、
火

災
を
感
知
し
に
く
く
な
る
こ
と
や

誤
作
動
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
最
低
で
も
年
に
１
回
は
乾
い

た
布
で
ホ
コ
リ
を
ふ
き
取
り
ま

し
ょ
う
。

●
作
動
確
認

本
体
の
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
、

も
し
く
は
点
検
用
ひ
も
を
引
く
こ

と
で
異
常
の
有
無
を
音
声
案
内
等

で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

※
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅

は
、全
寝
室
お
よ
び
階
段
室（
２

階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）
に
設

置
し
ま
し
ょ
う
。
ご
不
明
な
点

や
、
ご
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば

消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

栗
山
分
団
、
角
田
分
団
、
継
立

分
団
の
秋
季
消
防
演
習
を
を
実
施

し
ま
す
。

演
習
実
施
中
に
は
、
車
両
の
サ

イ
レ
ン
が
鳴
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

秋
季
消
防
演
習

分団名 地区 日　時 場　所

第Ⅰ分団 栗山
10 月 18 日㈯
14：00 ～

栗夢広場

第２分団 角田
10 月 18 日㈯
15：00 ～

角田小学校
グランド

第３分団 継立
10 月 19 日㈰
13：30 ～

継立分遣所前

平成２６年度　秋季消防演習日程

　　もういいかい？
火を消すまでは　まあだだよ！

平成 26 年度　秋の火災予防運動

全国統一
防火標語
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▼
平
成
25
年
度
一
般
財
団
法
人
栗

山
町
農
業
振
興
公
社
決
算
の
報

告
▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

▼
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

▼
「
手
話
言
語
法
（
仮
称
）」
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

以
上
３
件
は
可
決
さ
れ
、
関
係

省
庁
へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

平成２６年第 5 回栗山町議会定例会において次の

議案が審議されました。　　　　　

議会の動き

　
▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一

部
変
更

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
移
設
事

業
の
追
加
な
ど
、
主
要
事
業
の

追
加
２
件
、
事
業
期
間
の
変
更

３
件
、名
称
の
変
更
１
件
で
す
。

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
億
４
８
万

４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

86
億
７
３
５
９
万
２
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
の
追

加
な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
３
３
０
１
万

６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

19
億
７
９
２
９
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
過

年
度
国
庫
負
担
金
な
ど
の
精
算

還
付
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
２
４
７
万

７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

13
億
６
８
９
２
万
７
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
地

域
支
援
事
業
費
な
ど
の
確
定
に

伴
う
国
・
道
負
担
金
お
よ
び
支

払
基
金
交
付
金
の
精
算
に
係
る

補
正
で
す
。

▼
平
成
26
年
度
栗
山
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
支
出
に
３
３
８
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
億

７
０
７
８
万
３
千
円
と
す
る
も

の
で
、
消
費
税
の
還
付
金
精
算

の
追
加
で
す
。

▼
栗
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

▼
栗
山
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

▼
栗
山
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

以
上
３
件
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
関
連
３
法
の
成
立
に
伴
う
関

係
条
例
の
制
定
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
に
よ
る
関
係
部
分

の
条
例
改
正
で
す
。

▼
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
の

改
正
に
伴
う
関
係
部
分
の
条
例

改
正
で
す
。

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

本
町
が
加
入
す
る
北
海
道
市
町

村
職
員
退
職
手
当
組
合
に
、
新

規
加
入
の
申
請
が
あ
っ
た
こ
と

議

案

に
伴
う
規
約
変
更
で
す
。

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
武
岡
和
幸
氏
（
湯

地
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼
栗
山
町
議
会
政
務
活
動
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

政
務
調
査
費
の
年
額
を
9
万

6
千
円
か
ら
、
24
万
円
に
変
更

す
る
条
例
改
正
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会

計
・
介
護
保
険
特
別
会
計
・
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
お
よ
び
水
道

事
業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

以
上
７
件
は
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
経
て
本
会
議
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
健
全
化
判

断
比
率

▼
平
成
25
年
度
栗
山
町
資
金
不
足

比
率

▼
放
棄
し
た
債
権
の
報
告
に
つ
い

て 認

定

報

告

意
見
書

駐
輪
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
ほ
し
い

　

栗
山
駅
の
駐
輪
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
ほ
し
い
で
す
。
家
族
が
Ｊ
Ｒ
通
学
し
て

い
る
の
で
駐
輪
場
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

先
日
、
自
転
車
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。
友
人
の

中
に
も
自
転
車
の
盗
難
に
あ
っ
た
人
が
何
人

も
い
ま
す
し
、
い
た
ず
ら
さ
れ
て
他
人
の

チ
ェ
ー
ン
式
の
鍵
を
か
け
ら
れ
動
か
せ
な
く

な
っ
た
人
も
い
ま
す
。（
40
代
女
性
）

施
設
内
の
巡
回
を
強
化

し
ま
す

　

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
今
後
、
施
設
内

巡
回
を
強
化
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、
設
置
費
用
や
設
置
後
の
管
理
の
問

題
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
カ
メ
ラ
以
外

の
防
犯
対
策
も
ふ
く
め
て
、
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

歩
き
タ
バ
コ
な
ど　
　
　

喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
が
悪
い

　

残
念
な
こ
と
に
喫
煙
マ
ナ
ー
が
悪
い
で

す
。
駅
前
通
り
だ
け
で
も
、
歩
き
タ
バ
コ
禁

止
の
条
例
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

（
30
代
女
性
）

喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
向
上

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す

　
「
栗
山
町
空
き
缶
等
ポ
イ
捨
て
及
び
飼
い

犬
の
ふ
ん
の
放
置
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」

に
お
い
て
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て

を
禁
止
し
て
い
ま
す
が
、
歩
き
タ
バ
コ
の
禁

止
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
都
市
圏

を
中
心
に
条
例
化
し
て
い
る
自
治
体
は
あ
り

ま
す
。（
北
海
道
で
は
札
幌
市
の
み
）　

歩
き

タ
バ
コ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
喫
煙
者
の
モ
ラ

ル
が
第
一
で
あ
り
ま
す
の
で
、
当
面
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
歩
き
タ
バ
コ
禁
止

に
向
け
た
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
向
上
啓
発
活
動

を
行
い
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
道
の
舗
装
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

松
風
４
丁
目
、
元
田
鉄
工
さ
ん
の
横
の
道

路
は
な
ぜ
舗
装
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

今
後
の
計
画
、
ま
た
は
、
見
通
し
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。（
60
代
男
性
）

第
６
次
総
合
計
画
の　

中
で
検
討
を
進
め
ま
す

　

町
で
は
来
年
度
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
第

６
次
総
合
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、昨
年
末
、

計
画
策
定
の
た
め
町
内
会
な
ど
か
ら
要
望
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

松
風
東
通
り
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
よ
り

舗
装
の
要
望
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
第
６
次
総
合
計
画
期
間
内
（
平
成
27
～

34
年
）
の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　　1 枚のハガキが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【お問い合わせ】　広報・防災・情報グループ　☎� 7501

ご質問いただいた町道松風東通り

カルチャープラザ駐輪場

①先月の広報折込のはがき　②ＦＡＸ　③ホームページ専用フォームで皆さんの「声」をお待ちしています。

植え込みや道路脇のタバコ

の吸い殻を拾う清掃活動

（栗山たばこ婦人部により

６月 16 日実施）

13 広報くりやま   2014.10 12



※
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
。

◆
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
健
診
項
目
・
検
診
料
金
な

ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

◆
日
程　

10
月
27
日
㈪

◆
場
所
・
時
間

・
南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

午
前
10
時
～
10
時
45
分

・
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

正
午
～
午
後
１
時

・
北
海
道
内
田
鍛
工
㈱

　

午
後
１
時
25
分
～
２
時
25
分

・
栗
山
町
役
場

　

午
後
２
時
40
分
～
４
時
30
分

接
種
対
象
者
（
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
対
象
者
②
を
除
く
）
に
は
個
別
通
知
を

し
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
の
受
け
方
に
つ
い

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
対
象
者
の
う
ち
②
に
該
当
す
る
方

は
、
主
治
医
と
ご
相
談
の
う
え
、
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
一
部

助
成

【
対
象
者
】

①
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
機
能
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
に
重
い
障
が
い
（
身
体
障

害
１
級
相
当
）
が
あ
る
方

【
接
種
期
間
】　

10
月
１
日
～
12
月
31
日

【
助
成
金
額
】
1
0
0
0
円
（
生
活
保
護
世

帯
は
全
額
助
成
）

※
接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
控
除
し
た
額

を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
町
内
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
に
限
る
。

◆
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

◎
10
月
26
日
㈰　

受
付　

午
前
７
時
～

※
女
性
限
定
の
健
診
日
で
す
。

【
検
診
機
関
名
】　　

結
核
予
防
会

【
会　

場
】　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
る
る

◎
11
月
７
日
㈮
役
場
集
合　

午
前
７
時
50
分
～

【
検
診
機
関
名
】　

対
が
ん
協
会

【
会　

場
】　

札
幌
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す
る
免
疫
を
つ

け
、
感
染
予
防
、
重
症
化
予
防
、
感
染
症
の

ま
ん
延
予
防
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

10
月
１
日
よ
り
次
の
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種

に
追
加
に
さ
れ
ま
す
。

◆
水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

【
対
象
者
お
よ
び
接
種
回
数
】

①
１
歳
か
ら
２
歳
児　

２
回

②
３
歳
か
ら
４
歳
児　

１
回
（
平
成
26
年
度

に
限
る
）

※
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ
た
方
を
除
き
ま

す
。
ま
た
、
す
で
に
任
意
接
種
と
し
て
受

け
た
水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン
の
回
数
分
に

は
、
定
期
接
種
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し

ま
す
。

【
接
種
期
間
】

①
３
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で

②
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
、
ま
た
は
５
歳

の
誕
生
日
前
日
ま
で

【
接
種
料
金
】　　

無　

料

なの花薬局栗山店　薬剤師 西崎　智津子

水
ぼ
う
そ
う

（
水
痘
）
ワ
ク
チ
ン
と
成

人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種

に
な
り
ま
す

◆
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

【
対
象
者
】

①
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
1
0
0
歳
と
な
る
方
、
1
0
1

歳
以
上
の
方

※
平
成
26
年
度
（
平
成
27
年
3
月
31
日
ま

で
）
は
左
記
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
対
象
者

は
、
該
当
年
度
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
機
能
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
に
重
い
障
が
い
（
身
体
障

害
１
級
相
当
）
が
あ
る
方

※
す
で
に
任
意
接
種
さ
れ
た
方
を
除
く

【
接
種
回
数
】
１
回

【
接
種
期
間
】
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

【
助
成
金
額
】
3
5
0
0
円
（
生
活
保
護
世

帯
は
全
額
助
成
）

※
接
種
費
用
か
ら
、
助
成
金
額
を
控
除
し
た

額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
町
内
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
に
限
る
。

対象者 生年月日

65 歳 昭和 24 年 4 月 2 日～ 25 年 4 月 1 日

70 歳 昭和 19 年 4 月 2 日～ 20 年 4 月 1 日

75 歳 昭和 14 年 4 月 2 日～ 15 年 4 月 1 日

80 歳 昭和   9 年 4 月 2 日～ 10 年 4 月 1 日

85 歳 昭和   4 年 4 月 2 日～   5 年 4 月 1 日

90 歳 昭和 13 年 4 月 2 日～ 14 年 4 月 1 日

95 歳 昭和   8 年 4 月 2 日～   9 年 4 月 1 日

100 歳 昭和   3 年 4 月 2 日～   4 年 4 月 1 日

101 歳以上 昭和   3 年 4 月１日以前の生まれ

水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン
と
成
人
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
方
法

新
規
に
開
発
さ
れ
、
販
売
さ
れ
た
医
薬
品

を
先
発
医
薬
品
と
言
い
、
8
年
か
ら
10
年

経
っ
て
特
許
が
切
れ
て
別
の
会
社
で
発
売
さ

れ
た
医
薬
品
を
後
発
医
薬
品
と
言
い
ま
す
。

欧
米
で
お
薬
を
「
一
般
名
」
で
処
方
さ
れ

て
い
る
の
は
ご
存
知
で
す
か
？

一
般
名
＝
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ　

ｎ
ａ
ｍ
ｅ

一
般
名
と
は
お
薬
の
成
分
そ
の
も
の
の
名

前
で
す
。
後
発
医
薬
品
は
、
一
般
名
で
名
前

を
付
け
る
と
い
う
義
務
付
け
が
あ
り
（
２
０

０
５
年
9
月
22
日
よ
り
）
今
で
は
、
後
発
医

薬
品
の
こ
と
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
も

言
っ
て
い
ま
す
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
ぶ
メ
リ
ッ
ト

◎
日
本
で
は
、
超
高
齢
社
会
の
た
め
、
医
療

費
が
国
家
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
医

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

療
の
質
を
落
と
さ
ず
医
療
費
を
削
減
す
る

一
つ
の
方
法
で
す
。

◎
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
自
己
負
担
の
軽

減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
有
効
性
や
安
全
性
は
？

◎
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
同
等
で
あ
る
と

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
溶
出
試
験
で
品
質
再
評
価
を
行
っ
て
国
の

審
査
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
患
者
様
ご
自
身

が
自
分
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

❶
処
方
権
が
医
師
に
あ
る
の
で
ま
ず
医
師
に

相
談
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

❷
薬
局
で
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
全
て
の
医
薬
品
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
処
方

箋
の
指
示
に
従
い
変
更
の
相
談
に
の
り
ま

す
。

▼
番
外
編

【
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
】

新
薬
に
は
一
定
の
特
許
期
間
が
あ
り
、
こ

の
期
間
が
終
了
し
な
い
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
は
発
売
で
き
ま
せ
ん
が
、
先
発
品
メ
ー

カ
ー
の
許
可
の
も
と
特
許
期
間
終
了
前
に
発

売
で
き
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
り
、

こ
れ
を
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
ド
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

と
言
い
ま
す
。
こ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
先
発

品
と
同
等
の
原
薬
、
添
加
物
お
よ
び
製
造
方

法
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
や
安
全
性

も
先
発
品
と
同
等
で
す
。

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
あ
れ
こ
れ

健康のコラム

【
ブ
ラ
ン
ド
名
】

新
薬
の
開
発
メ
ー
カ
ー
は
医
薬
品
の
名
前

に
想
い
を
込
め
て
つ
け
て
い
る
の
を
ご
存
知

で
す
か
？

名
前
の
付
け
方
が
と
て
も
面
白
い
の
で
こ

こ
に
少
し
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
ヒ
ア
レ
イ
ン
」
と
い
う

点
眼
液
が
あ
り
、
角
膜
保
護
や
ド
ラ
イ
ア
イ

の
改
善
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
一
般
名
は
、

皆
さ
ん
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
言
い
ま

す
。
こ
の
接
頭
部
の
「
ヒ
ア
」
と
、
角
膜
を

潤
す
と
い
う
意
味
の
「
レ
イ
ン
（
雨
）」
を

組
み
合
わ
せ
て
で
き
た
名
前
で
す
。

他
に
は
、喘
息
の
治
療
薬
に
「
キ
プ
レ
ス
」

と
い
う
お
薬
が
あ
り
ま
す
。
喘
息
の
緩
和
状

態
を
維
持
す
る
、
喘
息
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
キ
ー
プ
（
維
持
）
＋
レ
ス

ト
（
緩
和
）
で
キ
プ
レ
ス
と
命
名
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
ロ
ゼ
レ
ム
」
と
い
う
睡
眠

導
入
剤
は
、「
健
や
か
な
眠
り
を
取
戻
し
、

バ
ラ
色
の
夢
を
見
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
想
い

を
込
め
て
、
Ｒ
ｏ
ｓ
ｅ　

Ｒ
Ｅ
Ｍ
か
ら
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
他
に
、
風
と
波
を
静
め
、

穏
や
か
な
海
に
す
る
不
思
議
な
力
を
持
つ
古

代
ギ
リ
シ
ャ
の
伝
説
の
鳥
、
Ｈ
ａ
ｌ
ｃ
ｙ
ｏ

ｎ
に
由
来
す
る
「
ハ
ル
シ
オ
ン
」
と
い
う
睡

眠
導
入
剤
も
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
視
野
を
広
め
て

い
く
中
で
、
こ
ん
な
先
発
医
薬
品
の
裏
話
も

あ
る
こ
と
を
少
し
お
話
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

！？

月～金曜日　8：30 ～ 18：00
日曜・祝祭日・年末年始はお休み
　
　所在地：朝日 2 丁目 31
   ☎� 2277　FAX � 2225

■■■ 薬剤師プロフィール ■■■

出　身：静岡県沼津市出身
　　　　昭和 39 年生まれ
出身校：北海道薬科大学薬学部
趣　味：テニス・ドライブ
栗山について一言：

江別に住んでいて、今年で栗山に通う
のは 12 年目です。きらら街道をのんび
り走るのが私の一日の始まりです。栗
山町民との触れ合いはとても心が和み
ます。自然と豊かな産物に恵まれた町
民から、元気をもらっています。

西崎　智津子 薬剤師
薬局名

開局時間

株式会社エスケイアイファーマシー

なの花薬局栗山店 
全国に広まるファーマホールディン
ググループ、なの花薬局です。町民
の皆様とのつながりを大切にしてい
ます。
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　北海道日本ハムファイターズが主催する、北海道スマイルキャラ

バン「～あなたの街とファイターズ～」が 9 月 19 日から 3 日間、
栗山町で開催されました。
　ファイターズが北海道移転 10 年を機に、全道各地を回り地域を
元気にするイベントで、19 日はキャラバン隊が継立小学校など町内
7 施設を訪問。20 日、21 日は会場を栗山公園に移し、様々なステー
ジイベントや、スポーツ体験が行われ約 3100 人が集まりました。
　また、地元ならではの美味しいメニューが集結し、ナンバーワン
メニューを決定する『第 3 回栗山監督杯争奪！うまいもんグランプ
リ』も同時開催され、グランプリには「キッチンＭＡＳＡＥ」の「エッ
グスラット」が選ばれました。
　B・B やポリー、ファイターズガールとの楽しい交流で、これから
のクライマックスシリーズに向け、栗山のファイターズ熱はさらに
高まっています。頑張れファイターズ！

  



栗山中学校（木村尚之校長）の 2 年生 114 人が 8 月
25 日、雨煙別川で体験学習を行い、水生生物調査や環
境整備に挑戦しました。ＮＰＯ法人雨煙別学校のスタッ
フの指導のもと、生徒たちは網で魚などを捕まえるたび
に大きな歓声をあげていました。また、サケやウグイの
産卵場所と川のつくりについて説明を受け、川底の状態
や湧き水の重要性など産卵環境について学習。生徒たち
は産卵に適した川を守るため、協力してごみ拾いなどの
環境整備を行いました。

豊かな川が教えてくれること
栗山中学校2年生がふるさとの川について学ぶ

第 41回消費者まつり
今年も大盛況。開場時には長蛇の列

栗山町消費者協会（稲市男会長）主催の消費者まつり
が 8 月 31 日、「食べ物のムダをなくそう！」をテーマに、
勤労者福祉センターで開かれました。食材のムダをなく
す試食コーナーなどが設置され、ムダをなくす取り組み
を紹介。また、フリーマーケットなど、楽しい催しが盛
りだくさんの内容でした。毎年、楽しみにしているとい
う、及川隆子さんと西野文子さんは「手作りの物を買う
のが楽しみです。今年も、手作りのカバーと手編みのベ
ストを買いました」と笑顔で話してくれました。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

トラック協会南空知支部に感謝状
１０年に渡る交通遺児育英募金活動が評価

工藤英人（桜丘１）さんが支部長を務める札幌地区ト
ラック協会南空知支部に北海道交通安全推進委員会より
感謝状が贈られました。保護者が交通事故が原因で亡く
なられたり、重度の後遺障害をおった子どもたちの就学
支援のため同支部は 10 年前から毎年継続的に募金活動
を実施しています。9 月 5 日、役場会議室で感謝状を手
渡された工藤支部長は「これからも交通遺児のために少
しでも力になりたいです」と話していました。

高橋はるみ知事が来町
小林酒造の取り組みなどを視察

高橋はるみ北海道知事が地域訪問の一環として栗山町
を訪れました。栗山町では、小林酒造の敷地内にある登
録有形文化財の「小林家」と「レストラン蔵」を訪れ、
関係者と懇談。「小林家」では小林千栄子さんら「守り
びと」が小林家のエピソードや酒蔵の歴史などを語り継
ぐ取り組みを視察しました。また、なつかしホールとレ
ストラン蔵も視察し、北海道三富屋の三田正広社長から、
栗山町の特産品の酒かす味の「くりやまコロッケ」が振
る舞われ、栗山町の味と文化を堪能しました。

フィンランドへ旅立つ
介護福祉学校の交換留学

町立北海道介護福祉学校の学生 4 人が 9 月 19 日から
15 日間の日程でフィンランドへ旅立ちました。同校が
実施しているフィンランドとの交換留学事業で、福祉先
進国を肌で感じとることなどを目的に派遣するもので、
今回派遣されるのは 2 年生の嘉屋鈴香さん、船水美咲
さん、亀尾成美さん、中畑瑠樹也さんの 4 人。9 月 18 日、
出発にあたり役場にあいさつに訪れた 4 人は、「フィン
ランドの文化と介護をしっかり学びたい」などとそれぞ
れ抱負を述べました。

栗山町 検索

在宅ケアを総合的に支援
犬型のケアロボットが高齢者を見守ります

町社会福祉協議会は、在宅ケアを支援する事業を開始
しました。経済産業省による ｢ロボット介護機器導入実
証事業｣ として実施されるこの事業は、犬型ケアロボッ
トの「パル」君が、センサーで在宅の高齢者を見守り、
必要に応じて家族にメールで自宅のようすを知らせると
いうものです。9 月 11 日、自宅に「パル」君を設置し
た吉田ハルエさんは「主人が居間で倒れていたことがあ
り家を空けるのが心配でした。これから、留守中のよう
すを知ることができて安心できます」と話していました。

町議会議員を 5 期 20 年務められた山本正之さん（共
和：88 歳）が旭日単光章を受章され、9 月 16 日に役場
応接室で伝達式が行われました。山本さんは、昭和 46
年に町議会議員に初当選以来、農業行政などで地域の活
性化に多大な貢献。また、議員 4 期目には副議長に就
任し、町の福祉の向上に著しい発展をもたらしました。
椿原紀昭町長から書状と勲章の伝達を受けた山本さんは

「皆さんの支えがあって今回の受章となりました。大変、
感激しています」とお礼の言葉を述べました。 

第 45回くりやまマラソン大会
協会創立 60 周年の記念大会に多くのランナーが参加

町陸上競技協会主催のくりやまマラソン大会が 9 月
7 日、町内をはじめ道内外のランナー約 400 人の参加
のもと開催されました。レースは、年齢、男女ごとに
3km、6km、10km のクラスに分けられ、栗山小学校前
を一斉にスタート。選手は富士、共和地区などを経由し
スポーツセンター横のゴールを目指して力走しました。
2 度目の参加で、10km を完走した苫小牧市の八巻和幸
さん（47 歳）は「広がる田園風景が美しく、気持ちよ
く走ることができました」と話していました。

叙勲（旭日単光章）受賞
共和の山本正之さん
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－問い合わせ－
子育て支援センター
☎72- 1280

みんなで
子育て

栗山町子育て支援センター

あそびの広場あそびの広場

子育て支援センターでは年齢に合った内容で、親子遊び

を行っています。同じ年齢のお子さんを持つ保護者の交

流の場として、また子育ての情報交換や育児相談の場と

してたくさんの親子のご参加お待ちしています。

実 施 日 　第 2 火曜日

開催時間 　10：30 ～ 11：30

参加対象
　0 歳～ 1 歳 5 カ月の子と

　その保護者

内 容 　絵本読み・親子遊びなど

    ひよこグループ
実 施 日 　第 4 火曜日

開催時間 　10：30 ～ 11：30

参加対象
　1 歳 6 カ月～就学前の子

　とその保護者

内 容 　絵本読み・親子遊びなど

    こあらグループ

　

今
年
も
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
が
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し

て
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日　
　

時

　

10
月
5
日
㈰
　

　
午
前
10
時
～
午
後
12
時
30
分
ま
で

◇
場　
　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
る
る

◇
協
力
団
体

　

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
、
栗
山
い
ち
い

保
育
園
、
継
立
ま
つ
ば
保
育
園
、
栗

山
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会
、
風
船

サ
ー
ク
ル
、
栗
山
町
子
ど
も
発
達
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

◇
特
別
上
演

　

ク
レ
ヨ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
の
人
形
劇　

　
「
へ
ん
て
こ
り
ん
サ
ー
カ
ス
」

　
◇
問
い
合
わ
せ
先

　

栗
山
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
１
２
８
０

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第 6回

ま ち の ひ ろ ば

1 0 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ

【問い合わせ】南空知消費生活相談室　☎ 72-3581

2014 栗山公園だより 10 月号　vol.79

公的機関の調査などをかたり、
個人情報を聞き出す被害が急増！

【国民生活センター相談事例】
「国の調査なので答えなければ年金が減額される」と電話があり、
生年月日・家族構成・年金受給額などを聞かれた。不快に思い
何も答えず電話を切ったところ、すぐに「市役所の生活課で年
金を担当している」という男性から「調査に協力しないと年金
が停止されるがよいのか」と電話があった。電話を切ってもす
ぐに電話がかかる、という繰り返しで、とてもしつこかった。

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

栗山公園 10 月イベント情報

毎週
月・木曜日

勤労者福祉センター
13：00 ～ 16：00

毎月
第2・4 水曜日

いきいき交流プラザ「サンタの笑顔」
13：00 ～ 15：00

【被害に遭わないための注意事項】
公的機関が個人宅に電話して、生年月日や家族構成などを尋ね
たり、年金の支給停止を告げるなどということはありません。
電話が何度もかかってくるときは南空知消費生活相談室にご相
談ください。

新そばまつり
日時／ 10 月 4 日㈯  11：00 ～　
前売券／ 450 円
　　　　（栗夢プラザ、やなぎ屋で販売）

秋まつり
思い出お絵かき展
期間／ 10月7 日㈫～ 17 日㈮
内容／町内の幼稚園、保育園に通う
　　　お子さんの絵がたくさん！

M
マ ロ ン

aron M
マ ル シ ェ

arche
in 栗夢プラザ
日時／ 10月19 日㈰  10：00 ～16：00
内容／ 1 日だけの手作りのお店
　　　布小物・雑貨・パッチワーク・
　　　スイーツデコ・アクセサリー・
　　　足もみ・ジェルネイル・パーソ
　　　ナルカラー & カラーセラピー

伊達佐重氏
コレクション展
期間／ 10月20 日㈪～ 30 日㈭
内容／木版を中心とした版画展

大好評！手打ちそば
日時／毎週金曜日（3 日のみ休み）
　　　 11：30 ～ 12：30

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや団体の催し、商品の展示会
など、ご利用をお待ちしております。
まずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・Fax 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　　10：00 ～ 17：00

  栗山公園で見つけた落ち葉や小枝を使って、自分だけの

オリジナルのかわいい「小物入れ」をつくりませんか？

実 施 期 間：10 月 1 日㈬～31 日㈮

時 間：10：00 ～15：00

受 付：栗山公園案内所

参 加 費：1 人  100 円

　　　　　　（材料代として）

を見つけて…

をつくってみよう♪

あ
そ
び
の
広
場 

で

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す親子で手遊び

「ママのおひざで、とってもゴキゲン♪」

手作りおもちゃ体験

「ママが作ったおもちゃおもしろい！」

クレヨンカンパニーの
ゆかいなステージは、
正午から始まります。
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コンビニ

納付可

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

く
ら
し

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の　

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得

の
低
い
方
や
子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
給
付
金
支
給
に
か
か
る
申
請
書

送
付
申
込
書
兼
同
意
書
（
は
が
き
）
を

６
月
中
に
全
世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を

除
く
）
に
送
付
し
て
い
ま
す
。
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
方
は
次
の
点
に
留
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
は
が
き
の
返
信
を
さ
れ
た
方

　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
は
申
請
書
な
ど

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
期
間
内
に
必
要

書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
は
が
き
の
返
信
を
さ
れ
て
い
な
い
方

　

給
付
金
対
象
と
な
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
至
急
は
が
き
を
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
平
成
26
年
１
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方

　

前
住
所
地
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
の
で

前
住
所
地
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
公
務
員
の
方

　

所
属
長
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る
「
申

請
書
」「
児
童
手
当
受
給
状
況
証
明
書
」

に
よ
り
期
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
申
請
期
限　
　

10
月
15
日
㈬

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２
（
窓
口
④
）

交
通
事
故
被
害
者
世
帯
に　

援
護
制
度
の
お
知
ら
せ

◆
介
護
料
支
給
の
ご
案
内

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に
よ
る

重
度
後
遺
障
害
（
脳
損
・
脊
損
）
に
よ

り
介
護
を
要
す
る
方
へ
、
後
遺
障
害
の

程
度
な
ど
に
応
じ
て
月
額
２
９
２
９
０

円
～
1
3
6
8
8
0
円
を
支
給
し
ま
す
。

◆
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
の
ご
案
内

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に
よ
り

死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害
（
脳
損
・

脊
損
）
を
負
わ
れ
た
方
の
義
務
教
育
修

了
前
の
子
弟
に
対
し
、
月
々
一
定
額
の

育
成
資
金
を
無
利
子
で
貸
付
け
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
札
幌
主
管
支
所　

☎
０
１
１
（
５
５
１
）
２
１
４
５

人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
、
耐
震

改
修
お
よ
び
老
朽
住
宅
の
解
体
工
事
に

よ
り
住
環
境
を
改
善
す
る
場
合
に
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

◆
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
住
宅
を
所

有
し
て
お
り
、
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
。
※
解
体
工
事
に
つ
い
て
は

町
外
在
住
で
も
可
能
で
す
。

◆
助
成
額

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 

工
事
費
の
３
割
（
10
万
円
以
上
の
工
事

で
助
成
の
限
度
額
は
30
万
円
）

②
耐
震
改
修
工
事 

工
事
費
の
2
割
（
50
万
円
以
上
の
工
事

で
助
成
の
限
度
額
は
50
万
円
）

③
解
体
工
事 

工
事
費
の
2
割
（
50
万
円
以
上
の
工
事

で
助
成
の
限
度
額
は
20
万
円
）

◆
対
象
工
事

町
内
に
事
業
所
の
あ
る
法
人
ま
た
は
町

内
に
住
所
の
あ
る
個
人
事
業
所
で
、
と

も
に
建
設
業
の
許
可
を
受
け
て
い
る
事

業
所
が
施
工
す
る
工
事 

◆
問
い
合
わ
せ

町
建
設
水
道
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
3

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の
例

　
（
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の
場
合
）

納 税 に 関 す る ご 相 談

町税納期限

10月31日（金）

納税は便利な口座振替をご利用ください

町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6

町 道 民 税　　　　③期

後期高齢者医療保険料　　④期

介 護 保 険 料　　　　④期

国 民 健 康 保 険 税　　　　④期

課税内容に関するお問い合わせ

}

給水装置は所有者の財産です
　各家庭に水を配る水道管を給水管といいま
す。この給水管と止水栓、水道メーター、蛇
口などをまとめて給水装置と呼んでいます。
　給水装置の水道メーター以外は所有者の財
産ですので、所有者が維持管理を行い、それ
にかかる費用は所有者の負担になります。た
だし、配水管から分かれた部分から水道メー
ターまでの漏水については、町で負担してい
ます。
　家庭で安心して水道を使用していただくた
めに、給水装置から水が漏れていないか故障
がないかなど、いつも気を付けて大切に管理
してください。

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

自
賠
責
が
あ
な
た
と
家
族

を
守
り
ま
す

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
25
年

の
事
故
発
生
件
数
は
約
63
万
件
、
死
傷

者
数
は
約
79
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が

交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も

な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で

あ
り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に

と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も

の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の

ク
ル
マ
・
バ
イ
ク
1
台
ご
と
に
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
加
害
者
の
賠

償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者

の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で

あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責

制
度
の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・
共

済
金
の
支
払
い
の
仕
組
み
な
ど
を
十
分

に
理
解
・
認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。　

◆
自
賠
責
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局

札
幌
運
輸
支
局

☎
０
１
１（
７
３
１
）７
１
６
７

10
月
か
ら
自
動
車
税
の　
　
　
　

徴
収
を
強
化
し
ま
す

　
　

預
貯
金
、
給
与
な
ど
の
財
産
の
差
押

え
を
行
い
ま
す
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
自
動
車
税

を
納
税
し
て
い
な
い
方
は
、
必
ず
空
知

総
合
振
興
局
納
税
課
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

空
知
総
合
振
興
局
地
域
政
策
部
納
税
課

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
０
５
５

事
業
所
得
な
ど
の
帳
簿
関
係

書
類
の
保
存
制
度
が
拡
大

　

平
成
26
年
1
月
か
ら
、
事
業
所
得
・

不
動
産
所
得
・
山
林
所
得
の
生
じ
る
業

務
を
行
う
す
べ
て
の
方
は
、
記
帳
と
帳

簿
書
類
の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◆
問
い
合
わ
せ　

岩
見
沢
税
務
署

☎
0
1
2
6（
2
2
）0
8
1
0

◆
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w.nta.go.jp

国 民 年 金

　毎年 4 月末に口座振替で 2 年間の国民年金
保険料を前納する納付方法が、国民年金で一
番大きな割引を受けられます。
≪ 2 年間前納（口座振替）のメリット≫
① 2 年間で 14,000 円程度の割引となります。
　（平成 26 年度～ 14,800 円割引）
② 2 年前納分の全額がその年の社会保険料控

除の対象となります。
③口座振替をご利用することにより、納め忘

れを防ぐことができます。
※２年前納は口座振替でのみ利用できます。
※お申込みは随時受け付けておりますが、毎

年の申込期限は２月末です。

【問い合わせ】
町住民生活課住民・国保グループ  ☎ 73-7509

国民年金保険料『２年間前納』を
ご利用しませんか？

ご理解とご協力を

お願いします！

10
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
October
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【問い合わせ】　　空知総合振興局 地域政策部課税課 事業税関税係　　☎ 0126（20）0053

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い

　
　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
親
睦
と
交

流
を
目
的
に
、
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な

ど
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日　
　

時　

　

10
月
19
日
㈰
　
午
前
9
時
～
正
午

◆
場　
　

所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象

　

町
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

◆
内

容

　

体
を
使
っ
た
楽
し
い
レ
ク
ゲ
ー
ム
な
ど

◆
参
加
料　
　

無
料

◆
申
込
期
限　

　

10
月
9
日
㈭
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
実
行
委

員
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
�
１
３
２
２

動
物
駆
逐
用
煙
火
に
よ
る

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

　

動
物
駆
逐
用
煙
火
（
連
続
発
射
式
）

は
、
一
般
で
販
売
さ
れ
て
い
る
が
ん
具

煙
火
と
異
な
り
、
大
き
な
音
が
発
生
す

る
た
め
、
威
力
の
強
い
火
薬
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
製
品
の
異
常
な
破
裂
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
に
は
手
指
の
一
部
を

欠
損
し
た
り
、
飛
散
物
や
爆
音
で
重
篤

な
怪
我
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
製
品
不
良
な
ど
に
よ
り
、
現

在
、
販
売
者
に
よ
る
自
主
回
収
中
の
製

品
が
あ
り
ま
す
の
で
、
所
持
さ
れ
て
い

る
方
は
使
用
せ
ず
に
左
記
の
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

経
済
産
業
省
北
海
道
産
業
保
安
監
督
部

保
安
課

☎
０
１
１（
７
０
９
）２
３
１
１

内
線
２
７
４
６

地
材
地
消
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

◆
日　
　

時　

　

11
月
1
日
㈯

　
午
前
9
時
20
分
～
午
後
３
時

◆
内　

容
（
予
定
）

林
産
工
場
見
学（
㈱
木
の
城
た
い
せ
つ
）

林
業
体
験
（
栗
山
町
有
林
）

木
工
小
物
づ
く
り
体
験
（
角
田
改
善
セ

ン
タ
ー
）

※
親
子
で
の
ご
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま

　

す
。

◆
参
加
料　
　

無
料

◆
そ
の
他　
　

・
お
に
ぎ
り
な
ど
を
各
自
ご
持
参
く
だ
さ

い
。（
昼
食
時
に
、
栗
山
町
の
食
材
を

使
っ
た
豚
汁
を
準
備
す
る
予
定
で
す
）

・
作
業
に
適
し
た
服
装
（
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
、
長
靴
、
軍
手
な
ど
）
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
申　
　

込　

　

10
月
17
日
㈮
ま
で

　
（
参
加
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

◆
主　
　

催　
　

　

栗
山
町

　

北
海
道
空
知
総
合
振
興
局
森
林
室

◆
後　
　

援

㈱
木
の
城
た
い
せ
つ
、
そ
ら
ち
南
農

業
協
同
組
合
、
栗
山
町
森
林
組
合
、

女メ
モ
リ
ー

森
ー
の
会

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
産
業
振
興
課
農
林
業
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
５

く
ら
し

○道は 10 月を「不正軽油防止月間」と定め、

　道内各地でトラックなどの燃料抜き取り調査

　を実施いたします。

不 正 軽 油 は 犯 罪 で す
「不正軽油」を

【使わない】【買わない】

【作らない】【売らない】

在
宅
療
養
支
援　
　
　
　

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　
『
在
宅
緩
和
ケ
ア
と
看
取
り
の
支
援
』

◆
日　
　

時　

　

10
月
15
日
㈬　

　

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

◆
会　
　

場

岩
見
沢
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
４
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

（
岩
見
沢
市
有
明
町
南
１
番
地
20
）

◆
講　
　

師

　

ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
札
幌

　

院　
　

長　

前
野　

宏　

氏

　
（
札
幌
医
療
生
活
協
同
組
合
理
事
長
）

　

看
護
師
長　

田
中　

ひ
と
み　

氏

　
（
訪
問
看
護
師
・
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護

師
）

◆
定

員　

　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

◆
申

込　

　

10
月
3
日
㈮
ま
で
に
電
話
申
込

　
（
入
場
無
料
）

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
空
知
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部

保
健
行
政
室
企
画
総
務
課

☎
０
１
２
６（
２
０
）０
１
０
１

（
平
日
の
午
前
8
時
45
分
～
午
後
５
時

30
分
）

一
心
書
道
展

◆
内　
　

容

　

漢
字
あ
り
、
仮
名
あ
り
、
臨
書
あ
り
、

創
作
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
会
派
・
個
人

の
書
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
単

純
明
快
で
、
奥
深
い
白
と
黒
の
世
界
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日　
　

時　

　

10
月
30
日
㈭
～
11
月
2
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
問
い
合
わ
せ

　

実
行
委
員
会
事
務
局　

杉
本

　

☎
�
５
８
２
７

技
能
検
定
試
験

◆
受
付
期
間　

10
月
6
日
㈪
～
17
日
㈮

◆
等　
　

級　

１
級
～
３
級
、
単
一
等
級

◆
実
施
職
種　
　

　

造
園
、
鉄
工
、
と
び
、
建
築
板
金
な
ど

◆
受
験
資
格　
　

　

各
職
種
と
も
所
定
の
実
務
経
験
な
ど
が

必
要

※
経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
お
よ
び
実
施

職
種
、
受
験
手
数
料
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

　

☎
０
１
２
５
（
２
４
）
１
８
８
０

消
防
設
備
士
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日　

11
月
16
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市　

甲
種
（
第
1
～
5
類
）

　
　
　
　
　

乙
種
（
第
1
～
7
類
）

　

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

10
月
6
日
㈪
～
14
日
㈫

　

電
子
申
請　

10
月
3
日
㈮
～
11
日
㈯

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
受
験
資
格

　

乙
種
お
よ
び
丙
種
に
つ
い
て
制
限
な
し

◆
試
験
日　

11
月
16
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
札
幌
市

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

・
岩
見
沢
市

　

乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種　

・
そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

10
月
6
日
㈪
～
14
日
㈫

　

電
子
申
請　

10
月
3
日
㈮
～
11
日
㈯

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
0
1
5
0

試
験

催
し
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募
集

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

◆
内　
　

容　
　

　

駅
前
通
り
商
店
街
の
希
望
す
る
店
舗
で　

　

子
ど
も
が
「
お
つ
か
い
」
を
体
験

※
子
ど
も
の
お
つ
か
い
の
様
子
の
映
像
は

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
て
配
布

※
記
念
品
と
し
て
く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー

　

ド
（
１
０
０
０
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

◆
参
加
料　
　

無
料

※
店
舗
で
の
買
い
物
の
費
用
に
つ
い
て
は

　

自
己
負
担

◆
申
込
方
法　
　

　

町
内
保
育
所
・
幼
稚
園
で
配
布
の
申
込

　

書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
ま
ち
の
駅

　
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
へ
提
出

◆
申
込
期
間　
　

　

10
月
6
日
㈪
～
17
日
㈮

※
先
着
18
人
ま
で

◆
問
い
合
わ
せ

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
加
盟
店
会

（
担
当　

仲
井
）

☎
０
９
０（
１
５
２
１
）３
５
０
５

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
園
児
募
集

◆
願
書
受
付

10
月
30
日
㈭
か
ら　

◆
受
託
時
間

午
前
９
時
～
正
午

◆
年　
　

齢

満
３
歳
～
５
歳

◆
内

容

・
月
曜
日
～
金
曜
日
給
食

・
早
朝
、
午
後
６
時
30
分
ま
で
預
か
り
有

・
体
操
教
室
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
就
園　

　

奨
励
補
助
制
度
あ
り

・
無
料
体
験
あ
り

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園

☎
�
4
9
1
4

◆
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://kuriyam
a-m

egum
i.com

/

は
じ
め
て
の
お
つ
か
い  

in　
　

く
り
や
ま
駅
前
通
り
商
店
街

◆
日　
　

時

11
月
1
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

（
希
望
の
時
間
で
30
分
程
度
）

◆
場　
　

所　
　

　

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
発
着

◆
対　
　

象　
　

　

年
中
・
年
長
児
童
（
４
歳
～
６
歳
）

健
康
生
活
支
援
短
期
講
習

　
『
災
害
時
高
齢
者
生
活
支
援
講
習
』　

◆
内　
　

容

　

災
害
時
お
よ
び
避
難
所
な
ど
で
の
生
活

支
援
に
つ
い
て

◆
日　
　

時　

　

11
月
12
日
㈬　

　

午
後
1
時
20
分
～
3
時
20
分

◆
場　
　

所

栗
山
赤
十
字
病
院
2
階
会
議
室

◆
費　
　

用　
　

50
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

◆
申
込
期
限　
　

11
月
7
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
赤
十
字
病
院
医
療
社
会
事
業
部　

☎
�
１
０
１
５　
（
担
当
田
中
ま
で
）

ス
キ
ー
指
導
員
養
成
講
習

　
　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
ス
キ
ー
指

導
員
に
挑
戦
す
る
方
の
養
成
講
習
を
開

催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
期

間　
　

11
月
～
３
月

◆
対　
　

象　

･
20
歳
以
上　

Ｓ
Ａ
Ｊ
１
級
取
得
者

･
シ
ニ
ア　

Ｓ
Ａ
Ｊ
２
級
以
上

◆
申
込
期
限　

10
月
25
日
㈯

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

篠
原　

亨

☎
０
９
０（
２
０
５
４
）０
０
２
３

相
談

譲
渡
所
得
・
相
続
税
・
贈
与
税

の
個
別
相
談

◆
日　
　

時

10
月
10
日
㈮
、
24
日
㈮
、
11
月
７
日
㈮
、

21
日
㈮
、
12
月
5
日
㈮
、
19
日
㈮

◆
申
込
方
法　
　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６（
２
２
）０
８
１
０

借
金
・
金
融
一
般
無
料
相
談
会

　

北
海
道
財
務
局
の
専
門
相
談
員
が
「
借

金
の
悩
み
」を
親
身
に
な
っ
て
お
聞
き
し
、

あ
な
た
に
合
っ
た
解
決
方
法
を
提
案
し
ま

す
。「
預
金
・
融
資
、保
険
な
ど
金
融
全
般
」

の
ご
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
日　
　

時　

　

10
月
9
日
㈭　

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
会　
　

場

岩
見
沢
市
役
所

（
岩
見
沢
市
鳩
が
丘
1
丁
目
1
番
1
号
）

◆
主　
　

催

　

北
海
道
財
務
局
、
岩
見
沢
市

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
財
務
局
相
談
員
直
通

☎
0
1
1（
8
0
7
）5
1
4
4

（
午
前
9
時
～
午
後
５
時
）

講
習

ご
厚
意

平成 26 年度  ふるさと応援寄附

66,786,601 円4/1 ～ 9/15 までの総数
6,585 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

【
8
月
16
日
～
9
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏
　 
名
　    
月 

日                          

父
母
名       

住  

所

谷
口
心か

の
ん望 

8/13

畠
山
陽ひ
ま
り葵 

8/18

三
好
悠は

る
ま満 

8/18

大
田
暁あ

け
る路 

8/18

矢
口
結ゆ

あ愛 

8/19

鎌
田
凌り
ょ
う
す
け丞 

8/27

堀
田
大だ
い
ち智 

9/3

謙

志

静

佳

恭

幸

歩

美

卓

司

友

美

泰

暢

麻

衣

裕

一

美

里

敏

雄

七

美

一

仁

晴

代

【
8
月
16
日
～
9
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

三
浦
満
幸 

86 

8/13 

本

人

髙
橋
政
一 

88 

8/17 

本

人

神
田
信
子 

93 

8/20 

本

人

齊
藤
惠
美
子 

85 

8/21 

本

人

成
田
扶
美
子 

80 

8/23 

國

雄

榊
　
義
仁 

68 

8/26 

本

人

市
川
　

亘 

91 

8/28 

本

人

大
平
義
輝 

95 

8/28 

本

人

井
須
義
博 

71 

9/6 

本

人

藤
柳
初
枝 

87 

9/11 

誠

一

お
く
や
み

お
め
で
た角

田

松
風
２

中
央
４

朝
日
４

中
央
３

松
風
３

南
角
田

継

立

中

里

松
風
３

中
央
４

朝
日
４

継

立

雨
煙
別

円

山

桜
丘
１

中

里

　

町
へ

【
金
一
封
】

◇
大
平　

フ
ジ
子
さ
ん
（
円
山
）

◇
株
式
会
社
ビ
ル
・
モ
ー
ガ
ン

　
（
東
京
都
渋
谷
区
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
藤
川　

貞
夫
さ
ん
（
千
葉
県
千
葉
市
）

◇
角
田　

伸
慶
さ
ん
（
桜
丘
）

◇
古
俣　

泰
子
さ
ん
（
松
風
3
）

◇
成
田　

国
雄
さ
ん
（
朝
日
４
）

　

く
り
の
さ
と
へ

【
金
一
封
】

◇
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
（
藤
岡
繁
雄

会
長
）

【
物　

品
】

◇
中
川　

貞
男
さ
ん
（
継
立
）

【
慰　

問
】

◇
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
（
藤
岡
繁
雄　

　

会
長
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
土
田
清
美
会
長
）

◇
シ
ナ
リ
ー
化
粧
品
（
砂
川
市
）

◇
ビ
ハ
ー
ラ
栗
山
（
吉
田
輝
雄
会
長
）

　

　

泉
徳
苑
へ

【
物　

品
】

◇
匿
名

　　

町
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
匿
名

の
方
が
、
お
礼
の
特
産
品
メ
ロ
ン
20

玉
を
泉
徳
苑
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

◇
日
原　

和
夫
さ
ん
（
円
山
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
く
す
り
の
え
び
な

（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部　

澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
三
浦　

英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
西
岡　

マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
山
下　

テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）

【
慰　

問
】

◇
伊
勢
ヶ
濱
部
屋
力
士

　

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

10
月
17
日
㈮
、
31
日
㈮

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

　

10
月
16
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対　
　

象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　
　

前
日
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所
健
康
支
援
係

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
2
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今
年
の
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会
は
、「
地

域
と
共
に
あ
る
学
校
。
学
校
と
共
に
あ
る

地
域
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
今
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
継
立
小
学
校
で
の

土
曜
授
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
学
校

と
そ
の
取
り
組
み
に
協
力
し
た
企
業
が
、

そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
海

外
派
遣
事
業
で
あ
る
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
「
希

望
の
翼
」
に
つ
い
て
、
昨
年
度
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
経
験

し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

　

栗
山
町
で
行
わ
れ
て
い
る
特
色
あ
る
教

育
の
発
表
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
ま
で

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
日

時

　

10
月
28
日
㈫　

午
後
6
時
～
8
時

■
場

所

　

雨
煙
別
小
学
校 
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

■
内

容

　
【
実
践
発
表
】

　

土
曜
授
業
の
取
り
組
み

　

・
継
立
小
学
校

　

・
共
立
道
路
会
社

　

少
年
ジ
ェ
ッ
ト
「
希
望
の
翼
」

　
【
意
見
交
換
会
】

■
主

催　

地
域
教
育
協
議
会

■
入
場
料　

無
料

■
申
込
期
限　

10
月
17
日
㈮

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会　

☎
�
１
１
１
７

▲継立小学校で行われた土曜授業▲海外派遣事業 少年ジェット「希望の翼」

第 4 回ふるさと教育交流会

　

非
行
や
い
じ
め
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も

り
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
ど
う
向

き
合
っ
て
い
く
か
。
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。（
入
場
無
料
）

■
日　

時　

　

10
月
22
日
㈬　

午
後
6
時
30
分
～
8
時

■
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

■
講　

師

　

北
海
道
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
院

　

准
教
授　

臨
床
心
理
士　

加
藤 

弘
通 

氏

■
託　

児　

　

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
10
月
17
日
㈮

　
ま
で
に
申
込
み

■
託
児
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
�
１
２
８
０

子育て講演会
「子育て山あり谷あり」

姉妹都市交流＊角田市青年研修団来町

姉妹都市の宮城県角田市から青年研修団（佐藤裕貴

団長）が栗山町を訪れました。同青年団は、農

協青年部と商工会青年部の有志 7 人で構成され、開拓

記念館や小林酒造など町内の視察と栗山町青年団との

交流を行いました。佐藤団長は「栗山町の特色ある町

づくりに触れることができ、貴重な経験となりました。

今後も姉妹都市の交流が長く続くことを願っています」

と話していました。　　                         （9 月 5 日～ 7 日）

継立小学校に寄贈品＊へき地学校備品整備事業

長年にわたりベルマーク運動を行ってる継立小学校

が、ベルマーク教育助成財団のへき地学校備品整

備事業の本年度の対象校となり、プロジェクターやデジ

タルカメラなどの寄贈を受けました。継立小学校の庄野

澄江校長は「寄贈を受け、大変ありがたく思います。子

どもたちの学習活動のために大切に使わせていただきま

す」と話していました。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （9 月 8 日）

スポーツの秋＊ファミリースポーツフェス

親子や友だちでスポーツを楽しむ「第 13 回くりやま

ファミリースポーツフェスティバル」が、ふじス

ポーツ広場で開催されました。障害物リレーや玉入れ、

満水リレーなど 5 種目が用意され、3 チームに分かれて

競技をスタート。各チームとも優勝目指して熱戦を繰り

広げました。50 人の子どもたちは、秋空の清々しい気候

のなか芝生の上で元気いっぱい心地よい汗を流していま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　   （9 月 7 日）

日ごろの成果を披露＊いきいきスクール学校祭

栗山町いきいきスクールの「学校祭」が、カルチャー

プラザ「Eki」で開催されました。会場では、書や写真、

絵画など 47 作品の展示や合唱クラブや大正琴クラブによ

る演奏が披露され、たくさんの来場者が楽しんでいまし

た。また、辻村達生氏による「講演＆ライブ」も開催され、

会場は古き良き時代の懐かしい講話とフォークソングの

優しい音色に包まれました。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（9 月 10 日～ 12 日）
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【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

■青空図書館
■日 時　10 月 26 日㈰ 11：00 ～ 12：00

■場 所　図書館ギャラリー

■内 容　人形劇団えりっこによるロシア民話の

　　　　　   「マーシャとクマ」を上演します。

■入 場 料　無料

■「手作り絵本」展示
■期 間　10 月 21 日㈫～ 11 月 9 日㈰

■内 容　「手づくり絵本作家になろう」に参加し

　　　　　   た子どもたちの絵本作品を展示します。

健 レス ト康 ッ チ
ヨ ー ガ 教 室

■日 時　11 月 11 日㈫　18 日㈫　25 日㈫（全 3 回）

　　　　　   11：00 ～ 12：30

■場 所　スポーツセンター　

■対 象　20 歳～ 70 歳の町民

■受 講 料　1,500 円（入館料込み）

■申込方法　
　スポーツセンター受付にて申込み

■申込期限
　11 月 10 日㈪（定員 10 人）

■申込先・問い合わせ
　スポーツセンター　☎ 72-6161

【指導者表彰】 　
◇桐越浩志 （スキー指導）

【選手表彰】

◇鶴田有斗（陸上棒高跳び）

　全日本中学陸上競技選手権大会出場

◇坂口みくも・西田佳耶乃（ソフトテニスペア）

　全日本中学校ソフトテニス大会出場

◇栗山中学校ソフトテニス部

　東日本中学選抜ソフトテニス大会出場

◇水上真悠子（バレーボール）

　国民体育大会バレーボール競技少年女子出場

【感謝状】

◇湯地定曉（前体育協会会長）　　　　　　　◇長﨑　忠（前体育協会副会長）

平
成
26
年
度
栗
山
体
育
協
会

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
式

くりやま地域大学

【第１回】 私たちの食べ物はどこから来たの ?　

■日　時　11 月 5 日㈬　19：00 ～ 20：30

■講　師　酪農学園大学農食環境学群　

　　　　　小糸 健太郎 准教授

■日　時　11 月 12 日㈬　19：00 ～ 20：30

■講　師　酪農学園大学農食環境学群　

　　　　　北澤 多喜雄 教授

【第２回】 痛みをやわらげる薬

【第３回】 発酵乳製品の魅力を探る 【第４回】 人と動物の関係の科学

■日　時　11 月 19 日㈬　19：00 ～ 20：30

■講　師　酪農学園大学農食環境学群　

　　　　　竹田 保之 教授

■日　時　11 月 26 日㈬　19：00 ～ 20：30

■講　師　酪農学園大学農食環境学群　

　　　　　山田 弘司 教授

＊場 所　総合福祉センター「しゃるる」
＊対 象　18 歳以上の町民（定員 20 人）
＊受 講 料　1,500 円

申込先・問い合わせ　町教育委員会　☎ 72-1117

【申込期限】　10 月 25 日㈯　【申込先・問い合わせ】　カルチャープラザ「Eki」　☎ 73-3333

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座

受
講
者
募
集

漢字一文字講座
　毛筆を使い、目標や抱負を漢字一文字で表現

■日 時　11 月 21 日㈮　10：00 ～ 12：00

■場 所　カルチャープラザ「Eki」

■持ち物　汚れても良い服装

　※太筆、細筆がある方はご用意ください

■講 師　奥田 秋湖 氏

■受講料　700 円（材料費込み）

アクリルたわし講座
　2 色と 3 色のアクリル毛糸でたわし作り

■日 時　11 月 19 日㈬　13：30 ～ 15：30

■場 所　カルチャープラザ「Eki」

■持ち物　棒針 2 本（8 ～ 10 号）

■講 師　野原 信子 氏

■受講料　400 円（材料費込み）

中華料理講座

　本格的な中華料理　麻婆豆腐とスープ作り

■日 時　11 月 5 日㈬　13：30 ～ 15：30

■場 所　農村環境改善センター

■持ち物　エプロン、三角巾

■講 師　ながぬま温泉 調理師　佐藤 真 氏

■受講料　1,000 円（材料費込み）

■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■
■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■

手づくりクッキー講座

　栗山産の小麦などを使用したクッキー作り

■日 時　11 月 12 日㈬　13：30 ～ 16：30

■場 所　南部公民館

■持ち物　エプロン、三角巾

■講 師　水上 由美子 氏

■受講料　700 円（材料費込み）

　私たちが口にする食品の多くは、実は海外から

の輸入品 !! 日本の食糧自給率について考えます。

　痛みは身体を守るための危険信号 ! 痛みの伝達、

鎮痛薬の作用についてわかりやすく説明します。

　普段よく目にするヨーグルトやチーズなどさま

ざまな発酵乳製品。その魅力について紹介します。
　アニマルセラピーという言葉をご存じですか。心を

癒やしてくれる動物と人との関係についての授業です。

◇宇野友規（バドミントン）

　国民体育大会バドミントン競技成年男子出場

◇村上凌伍（自転車）

　全国高等学校総合体育大会自転車競技大会出場

◇サンクFCくりやまU-18（サッカー）  

　日本クラブユースサッカー選手権

　全日本ユースフットサル大会出場

8 月 6 日「手づくり絵本作家

になろう」の様子

　ストレッチに簡単なヨーガを取り入れた教室で

す。札幌健康ストレッチ・ヨーガ愛好会代表の渋

谷和子先生が一人ひとりに合わせた指導をします。

栗
山
町
体
育
協
会(

梶
良
行
会

長)
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
表
彰
が
7
日
、
ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ

広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

に
は
西
見
寿
博
副
会
長
か
ら
記
念

の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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スポーツ と  食 で 栗山を元気に！
一般社団法人栗山青年会議所（北野数馬理事長）主催の創立 45 周年記念事業、
日本プロバスケットボールリーグ（通称ｂｊリーグ）プレシーズンゲーム「青森ワッ
ツｖｓ横浜ビー・コルセアーズ」が 13 日、スポーツセンターで開催され、町内外
からバスケットボールファン約 600 人が集結しました。また、会場外には味自慢
28 店舗が並び、食の祭典「くりやまマルシェ 2014」も同時開催され、約 3000 人
が来場。スポーツの秋、食欲の秋で栗山に元気をもたらしました。

32

人口　12,757  人  （ ー 19 ） 世帯数 6,023世帯（ー  14）男 5,941  人  （ー  8 ）　女 6,816  人  （ー  11）

▼ 

先
日
、
く
り
や
ま
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
で

子
ど
も
た
ち
と
稲
刈
り
を
し
て
き
ま
し

た
。
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
田
ん
ぼ
に

入
っ
た
の
で
す
が
、
泥
に
足
が
は
ま
り
、

全
く
身
動
き
が
取
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

私
に
比
べ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
の

行
事
で
田
植
え
や
稲
刈
り
を
経
験
し
て

い
る
ら
し
く
、
田
ん
ぼ
の
中
を
平
然
と

歩
い
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に「
足

を
抜
く
時
は
、
か
か
と
か
ら
！
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
賜
り
、
な
ん
と
か
稲
刈
り

を
終
え
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
東
庄
）

▼ 

ひ
と
り
ご
と
（
編
集
後
記
）
を
埋
め

て
い
く
の
は
年
の
若
い
順
。
右
か
ら
20

代
、
30
代
、
40
代
と
並
ん
で
い
ま
す
。

2
番
目
の
私
は
気
楽
で
す
が
、
最
後
に

書
く
上
司
は
文
字
数
制
限
が
毎
月
変
わ

る
の
で
、
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。
私

が
あ
ま
り
長
い
と
今
後
の
付
き
合
い
に

も
影
響
が
で
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
の
で

こ
の
く
ら
い
…
い
や
、
短
す
ぎ
て
も
迷

惑
が
…
上
司
へ
の
気
遣
い
も
楽
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
。 　
　
　
　
　
　
　

 （
仁
平
）

▼ 

愛
犬
の
ト
リ
ミ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
妻
が
気
に
か
け
ハ
ー
ブ
リ
ン
ス

や
、
気
泡
風
呂
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を

ど
ん
ど
ん
付
け
足
し
、
金
額
が
半
端
な

い
こ
と
に
！
し
か
も
、
最
近
は
月
に
１

度
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇
。
一
方
、
私
の
髪
の

毛
は
の
び
放
題
で
2
カ
月
に
1
回
行
け

た
ら
良
い
方
で
す
。
価
格
は
な
ん
と
愛

犬
の
ト
リ
ミ
ン
グ
代
の
3
分
の
１
以
下
。

い
つ
か
ら
こ
ん
な
に
待
遇
の
差
が
付
い

た
の
で
し
ょ
う
か
？　
　
　
　

  （
藤
沢
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

人のうごき 平成26年9月1日現在　（　）内は前月比　

広
報
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